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令和７年３月に公開した「岡山市立図書館デジタルアーカイブ」を幅広く活用していただくため、

デジタルアーカイブに収録した資料と関連する６つのテーマごとに、専門家による講座（全６回）

を開催します。第４回のテーマは「河本家文書」です。 

 

１ 日 時 

令和７年１０月４日（土）１４時～１６時 

 

２ 場 所 

岡山市立中央図書館 ２階 視聴覚ホール（北区二日市町） 

 

３ 内 容 

江戸時代の岡山城下の豪商・河本家の人々にスポットをあて、三万冊もの蔵書を誇った「経誼

書院」などでの文化サロン活動を紹介します。 

 

講師：定兼
さだかね

 学
まなぶ

 氏（山陽学園大学特任教授） 

演題：「岡山城下町の文化サロン ～豪商河本家の人々を中心に～」 

 

４ 申 込 

来館、メール、又は電話で申し込みが必要です。（定員６０人。参加無料。） 

受付は９月４日（木）から開始します。 

 

５ その他 

・「岡山市立図書館デジタルアーカイブ活用講座」（全６回）の予定等については、別紙チラシを

ご覧ください。 

 

第４回 岡山市立図書館デジタルアーカイブ活用講座 

「岡山城下町の文化サロン」の参加者を募集します 

【問い合わせ先】 
岡⼭市⽴中央図書館 飯島・杉野  電話086-223-3373 

 



 第４回 岡山市立図書館デジタルアーカイブ活用講座 
 

岡山城下町の文化サロン～豪商河本家の人々を中心に～ 

 （お問い合わせ・お申し込み） 岡山市立中央図書館  〒700-0843 岡山市北区二日市町56 
 

   電話：086-223-3373  ファックス：086-223-0093  メール：chuuoutoshokan@city.okayama.lg.jp 

と き 

  「岡山市立図書館デジタルアーカイブ」（令和７年３月公開）収録資料と関連するテーマ
について、専門家にお話しいただく講座です。 
  江戸時代の岡山城下の豪商・河本家の人々にスポットをあて、三万冊もの蔵書を誇った
「経誼書院」などでの文化サロン活動を紹介します。 

ところ 

令和７年１０月４日（土） 午後２時～４時 

岡山市立中央図書館 ２階 視聴覚ホール  

講 師 定兼 学 氏 （山陽学園大学特任教授） 

６０名（事前の申込が必要です） ※９月４日（木）から受付開始 
参加 

無料 

経誼書院看板 

来館、メールまたは電話 （お名前・お電話番号をお伝えください。） 

※掲載画像はいずれも「岡山市立図書館デジタルアーカイブ」より 

定 員 

申 込 

河本立軒像→ 

 船着町の屋敷内に建てられた経誼書院
は、図書館であるとともに、近隣の町人子弟
に講義をする学問道場でもあり、また、全国
津々浦々から文人墨客が来訪する文化交流
の拠点でもあったようです。 
 六代・河本立軒（こうもとりっけん／1749
-1809）の時代に岡山藩から正式に認めら
れました。 



 岡山市立図書館デジタルアーカイブ活用講座（全６回） 
回次 とき（各日午後２時～4時） 主な内容（予定） 講 師 

第２回   令和７年８月３０日（土） 沖新田干拓   安倉 清博 氏 （元・政田民俗資料館管理員） 

第３回   令和７年９月２０日（土） 国富家文書   森下 徹 氏 （山口大学教授） 

第４回   令和７年１０月４日（土） 河本家文書   定兼 学 氏 （山陽学園大学特任教授） 

第５回   令和７年１２月２０日（土） 戦災と復興   木村 崇史 氏 （岡山空襲展示室学芸員） 

第６回   令和８年１月３１日（土） 坪田譲治   山根 知子 氏 （ノートルダム清心女子大学教授） 

第１回   令和７年６月２１日（土） 岡山城   小野田 伸 氏 （岡山市歴史調査専門監） 

「岡山市立図書館デジタルアーカイブ事業」は公益財団法人図書館振興財団の2023年度提案型助成を受けて実施しています。  

デジタルアーカイブを見てみよう！ 

岡山市立図書館が所蔵する貴重な歴史資料を 
スマートフォンやご自宅のパソコンから見ることができます 

「備前岡山京橋渡り初図」（部分） 明治初期の岡山城 

アクセスはこちら⇒ 

※各回とも開催日の１か月前から（ただし、第６回は１２月２４日から）申込受付を開始します。 

終了 

「地震書上」（国富文庫）              

坪田譲治色紙 
「心の遠きところ花静なる田園あり」 

←「防空警防詳報」（岡山市防空 
  本部・岡山市警防課, 昭和20年）              

『岡山市は如何に復興されるか』→ 
（岡山市復興局編, 合同新聞社刊,  
 昭和21年）              

「沖新田東西之図」（部分）              

終了 


